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ごあいさつ

                          独立行政法人 国立青少年教育振興機構　理事長　鈴木　みゆき

当機構は「体験活動を通した青少年の自立」を目指して、平成18 年4 月に発足しました。全国28 の教育施設を設置し、
それぞれの立地条件を活かした特色のある活動を展開し、青少年の健康な身体、感性豊かな心、様々な課題にチャレ
ンジする意欲と能力など、社会を生き抜く力の育成に必要な、多様な体験活動の機会の提供に努めています。
　また、当機構では、現在第 4 期中期目標を策定中で、子供たちの発達段階に合わせた質の高い体験活動を提供す
るとともに、環境教育や防災教育等施設の豊かな自然環境を活かした教育の機会の充実を目指しています。第 3 期
のミッションである「早寝早起き朝ごはん」運動や「体験の風をおこそう」運動の遂行とともに「子供の貧困」対
策等現代的な課題に今後もしっかりと取り組む所存です。
　このように、青少年教育のナショナルセンターとして我が国の青少年教育をリードする当機構の職員には、今日
の青少年の課題を的確に把握し、解決に向け積極的に取り組む力が求められます。その力は、機構職員としての専
門性に加え、課題意識に基づく向上心とチャレンジ精神が基盤となります。
　次世代のリーダーとなる皆さんも、我が国の将来を描く仕事に、私たちと共に取り組んでいきましょう。

青少年機構について

求める人物像
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組　織

　国立青少年教育振興機構は、我が国の青少年教育のナショナルセンターとして、青少年を巡る様々な
課題に対応するため、青少年に対し教育的な観点から、より総合的・体系的な一貫性のある体験活動等
の機会や場を提供するとともに、青少年教育指導者の養成及び資質向上、青少年教育に関する調査及び
研究、関係機関・団体等との連携促進、青少年教育団体が行う活動に対する助成を行い、もって我が国
の青少年教育の振興及び青少年の健全育成を図ることを目指しています。

独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立オリンピック
記念青少年総合センター

都市型の青少年教育施設
として、青少年及び青少
年教育指導者等の研修及
び体験の場と機会を提供

しています。
（全国1か所）

国立青少年
交流の家

ボランティア活動や就労
体験といった交流体験を
中心とした教育プログラ
ムの企画・実施を行って

います。
（全国13か所）

国立青少年
自然の家

野外活動や環境学習と
いった自然体験を中心と
した教育プログラムの
企画・実施を
行っています。
（全国14か所）

○　我が国の青少年教育をリードする気概をもち、常に向上心とチャレンジ精神をもって何事にも取り組める人
○　機構職員としての専門性を高めるとともに、自身の将来についてのビジョンを描くことができる人
○　当事者視点を欠かさず、課題意識をもって主体的に行動し業務を遂行できる人
○　笑顔で挨拶、そして思いやりの心をもって積極的にコミュニケーションを図り、信頼関係を築くことができる人

（写真：国立那須甲子青少年自然の家）
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　当機構では、子供たちの健やかな成長
にとって体験がいかに重要であるかを広
く家庭や社会に伝え、社会全体で体験活
動を推進する機運を高める「体験の風を
おこそう」運動を青少年団体と連携して
進めています。

　子供たちの健やかな成長には、「早寝早起
き」をすることや「朝ごはん」を食べること
などの基本的な生活習慣を身に付けることが
重要です。当機構では、「早寝早起き朝ごはん」
全国協議会の事務局を運営し、この国民運動
を積極的に推進しています。

「体験の風をおこそう」運動 「早寝早起き朝ごはん」国民運動 はやおきくん はやねちゃん

よふかしおに あさごはんまん

ⓒやなせたかし／やなせスタジオ

1. 教育事業
　青少年の課題や国の政策課題に対応しつつ、立地条件及び地域の
特性やニーズに対応した、青少年の体験活動事業や青少年教育指導
者等の養成研修事業を実施しています。

（１）青少年教育に関する地域力向上等のためのモデル的事業の開発
①豊かな人間性を育む長期体験活動事業

平成30年度事例 　アルプスチャレンジキャンプ
●施設名：国立信州高遠青少年自然の家　
●参加者：小学校5年生～中学校3年生　23名
　本事業は、南アルプス、中央アルプスに囲まれた地域の特色を生かした8
泊9日の長期プログラムを実施しています。前半は、仲間と協力した課題解
決ハイキングで登山に対しての知識や技術を高めるとともに、野外炊事やテ
ント迫などの生活体験プログラムを実施します。後半は、課題解決ハイキン
グや登山トレーニングで得た知識と技術を生かして南アルプスの栗沢山
（2,714ｍ）、仙丈ヶ岳登山（3,033ｍ）の登頂に挑戦します。
　参加者全員が登りきることができ、事後の感想発表では、「困難な状況を仲
間と一緒に乗り越えることで達成感や仲間の大切さを感じることができた」
といった感想が多く聞かれました。

②不登校、引きこもり、ネット依存、児童養護施設に入所する
子供等、課題を抱える青少年を支援する体験活動事業 

平成30年度事例 　セルフディスカバリーキャンプ（文部科学省委託事業）
●施設名：国立信州高遠青少年自然の家　
●参加者：ネット依存傾向の青少年
　国立病院機構久里浜医療センターと連携し、教育的観点だけでなく医療的観点
も取り入れたキャンプを平成26年度より実施しています。平成30年度は、8月に
「メインキャンプ」（8泊9日）を、11月に「フォローアップキャンプ」（2泊3日）を
実施しました。プログラムは、教育的観点から実施する「ハイキング」「オリジナル
料理作り」などの自然体験や集団宿泊体験に加え、久里浜医療センターが企画し
たネット依存学習等の医療的プログラムで構成しました。
　キャンプの集団生活を通して、「人に話すことに前向きになりました。ダメな自
分の中にも良さを見つけ、少し自信がつきました。」「ゲームをしてしまった時に、
キャンプのことを思い出して、変わらなくちゃと思うようになった。」等の感想が聞かれました。
　さらに、過年度事業参加者を対象に9月に「セカンドフォローアップキャンプ」（2泊3日）を実施しました。参加者同
士が前回のキャンプの思い出やインターネット・電子ゲームとの向き合い方について語り合うことで、同じ境遇の仲間
で励まし合いながら自身の現状を乗り越えるきっかけとなるよう継続的な支援を行なっています。
　また、これまでの成果を「ネット依存対策キャンプ実施運営マニュアル～メンターの役割を中心として～」としてま
とめ、ネット依存対策キャンプの普及に取り組んでいます。

（２）グローバル人材の育成を見据えた国際交流の推進
　国内外の関係機関・団体等と連携して、青少年や青少年教育指
導者等の相互交流を行う事業、青少年の異文化理解を促進する体
験型の交流事業を実施しています。

（３）青少年教育指導者等の養成及び資質の向上
①青少年教育指導者等の研修事業
②地域や学校における青少年教育指導者等の養成事業
③ボランティアの養成事業

（４）青少年の体験活動等の重要性に係る普及・啓発
　青少年の体験活動や読書活動、基本的な生活習慣等の重要性に
ついて普及・啓発を行う事業を実施しています。

（５）子供の貧困対策
近年、「子供の貧困対策に関する大綱」や「すべての子どもの安心

と希望の実現プロジェクト」が策定され、子供の貧困に対する取組
が政府全体で進められています。
　当機構においては、子供たちの生活習慣の確立や体験活動の充
実のための事業を行っています。
①生活・自立支援キャンプ
②子どもゆめ基金による支援
③学生サポーター制度



2. 研修支援
　学校や青少年団体、青少年教育関係者等が、学習の目的に応じた主体的で効果的な活動を行うことができるよう、全国 28 か
所にある教育施設において広く学習の場や機会を提供し、研修目的達成に向けた、より効果的なプログラムの提案や教育的指導・
助言等を行っています。また、社会性や規則正しい生活習慣を身につけることができるよう、共同での宿泊や朝夕のつどいの場や、
標準生活時間を設けています。

研修目的の達成に向けた教育指導・助言
　初めて研修を行う団体、これまで以上に研修効果を深めたい団体等、利用団体のニーズに合わせた効果的な研修を実施するた
めの教育的な指導・助言を行っています。

　①効果的な研修計画策定のための支援
　②指導者等の指導力向上のための支援

3. 調査研究

4. 子どもゆめ基金事業
　未来を担う夢を持った子供の健全育成を推進するため、民間団体が実施する自然の中でのキャンプや科学実験教室等の体験活動、
絵本の読み聞かせ会等の読書活動、子ども向け教材を開発・普及する活動への支援を行っています。

地方教育施設の主な設備
宿泊施設／研修・会議室／野外活動施設／キャンプ場・野外炊事場 他
※施設により多少異なります。（写真：地方施設の設備一例）

　青少年教育に関する基礎的・専門的な調査研究を行い、
その成果を広く提供・活用することにより青少年教育の
振興を図っています。

〈主な調査結果〉
○自然体験が豊富な子供ほど、「今の自分が好きだ」「体力には
自信がある」といった自己肯定感が高くなる傾向にある。

絵本の読み聞かせ会等の読書活動、子ども向け教材を開発 普及す

活動分野 申請件数 採択件数 採択率 交付決定額 ( 千円 )
子どもの体験活動 5,774 3,976 68.9% 1,373,932
子どもの読書活動 708 487 68.8% 147,899
教材開発 ･普及活動 46 9 19.6% 49,274

合計 6,528 4,472 68.5% 1,571,105

平成30年度　申請・採択状況  （一次募集・二次募集）

秋の古道ハイキングと焼き芋づくり 夏期特別体験「わくわくサイエンスキッズ！」

活動プログラム例活動プ グラム例
①登山･
　ハイキング

②自然を楽しむ

③カッター

④沢登り･
　沢遊び

⑤文化･芸術･
スポーツ体験

自分の能力を最大限に発揮することで達成感を味
わうことができます｡また､自然を意識しながら森を
散策することで豊かな感性を育てることもできます。

　創造性やコミュニケーション能力､課題解決能力
を高めることをねらいとしたプログラムとして森や
林の中で自然を利用して楽しみながらできるゲーム
があります。

カッターとは､10～ 20 名ほどでオール（櫂）を
漕いで進む艇のことで､仲間と助け合うことで協調
性を育んだり､全力を出し切ることで大きな達成感
を得ることができます。主にクラスの人間関係作り
や新入生オリエンテーションに利用されています。

　源流を探検したり､水辺の生き物観察などを通し
て自然の大切さや環境を考えることができます｡小
学校低学年から体験できるプログラムもあり､生活
科や総合的な学習の時間､その他環境学習にも利用
されています。

貝殻の写真たて作り、陶芸､和紙工芸､科学おもちゃ
作り等のクラフト活動は創造性を豊かにし､感性や
表現力を養うことができます。

　演劇や音楽活動､各種のスポーツ活動やレクリ
エーション活動は学校のクラブやサークル､青少年
団体のグループに多く利用されています。

▶

▶

▶

▶

▶

「青少年の体験活動等に関する実態調査（平成26年度調査）」［結果の概要］より

■■高い　■　■やや高い　■　■ふつう　■　■やや低い　■　■低い

自然体験と自己肯定感の関係
自己肯定感

高い 低い

多

少

自
然
体
験

　23%  23%            　　　　38%          　　　　　 23%            13%      3%          　　　　38%          　　　　　 23%            13%      3%

 16%                       39%                          26%         16%        3% 16%                       39%                          26%         16%        3%

13%                  34%                       29%      20%       4%13%                  34%                       29%      20%       4%

7%             31%            32%                    25%           6%7%             31%            32%                    25%           6%

6%        24%                   29%                      31%                 10%6%        24%                   29%                      31%                 10%

　23%            　　　　38%          　　　　　 23%            13%      3%

 16%                       39%                          26%         16%        3%

13%                  34%                       29%      20%       4%

7%             31%            32%                    25%           6%

6%        24%                   29%                      31%                 10%



和泉　友喜
国立中央青少年交流の家

事業推進係
（H26 年採用）

設の魅力の一つに、低い料金設定があ
ります。だから「不便」なのではなく、

いかに青少年の体験や育成の場としてその環
境を活用していただけるか、そこを伝えてい
くことにやりがいや魅力を感じています。

◎どのような仕事をしていますか
　主に宿泊室の割振りやメー
ル・電話・窓口の対応、宿舎清
掃等点検、担当教育事業の企画
運営等を行っています。利用者
との直接的な関わりは、窓口対
応や宿舎点検などがメインに
なっています。

◎就職先として機構を選んだ理由は？
以前は、公立の自然の家で働い

ていました。そこでの経験をさら
に多くの利用者が来る国立の施設
で試してみたいと思いました。ま
た施設規模の大きさや教育事業の
取組みに大きな魅力を感じ携わっ
てみたいと思いました。

これまでのキャリア

公立少年自然の家
▼
国立中央青少年交流の家
事業推進係

施

始業、朝礼、
退所点検

8：30

メール処理

9：30
カッター研修補助
（救助艇乗船）

10：00
各種照会事項
対応

13：00
会議資料作成、
とりまとめ

15：00
各種マニュアル
の改訂

16：00 17：00

夕べのつどい

17：15

終業

桑代　康平
監査室
監査係

（H23 年採用）

国の施設で青少年に関する様々な取組を行っており、子供の成長や教育に興味がある方や青少年教育行政に興味がある方がたくさん働いている職場です。全国の仲間と一緒に、子供たちの未来を応援しましょう！

◎どのような仕事をしていますか　本部の各部署や各施設の業務が法律や規程等に準じて正しく処理されているか、ミスが生じない仕組みになっているかなどを確認し、必要に応じて改善提案などを行う仕事をしています。

◎機構職員として働く魅力は　国の政策の実施部門であり、日本で唯一の青少年教育のナショナルセンターとして、広い視野で、青少年に関する様々な教育的取組や調査研究などに携われる点に大きなやりがいを感じます。

これまでのキャリア

本部教育事業部
企画・推進課
▼
本部教育事業部事業課
▼
本部監査室

全

◎現在どのような仕事をしていますか？
　「子どもゆめ基金」という、子どもの体験活動
や読書活動等を行う団体へ助成金の交付を行う仕
事と、助成を受けている団体やこれから助成を受
けたいと思っている団体からの相談に対応してい
ます。その他、職員や助成団体が使用する電子申
請システムの管理をしています。

◎育児休業を取得して変わったことはありますか？
　育児休業を取得する前は、自分一人で仕事を抱
え込むことが多くありましたが、今は子どもを優
先せざるを得ない状況もあるので、上司や同僚に
相談をし安心して仕事に取り組むことができてい
ます。当機構は、仕事と育児を両立させるための
制度が整っているので、一人で悩むことも減りま
した。

寺中　拓也
国立淡路青少年交流の家
総務管理係主任

ある1日の仕事のスケジュール

◎仕事をする上で心がけていることは何ですか？
　自分の視野を広げ、周りで起こっている状況
を逐一把握できるように心がけています。自分
の仕事だけを理解するのではなく、自分の周り
や課内、機構内の動向について目を向けながら
業務に取り組んでいます。

◎どのような仕事をしていますか？
　地方施設の総務担当として、職員が施設で勤務
する上で必要な給与支給や労務管理、各種保険制
度や福利厚生に関する事務手続きの他、施設を適
正に運営するために必要な危機管理マニュアルの
整備や各種研修の実施、諸会議の運営や広報資料
の作成、その他教育事業の運営補助等幅広い業務
を担っています。

◎仕事上で印象に残っているエピソードを教えて
　ください 
　現在の施設で勤務した初年度末、施設の活性化
に向けて「利用者向上プロジェクト」と題した取り
組みを提案し、翌 1年間全職員が本取組を実施し
ました。風通しよい20名程度の職場のため、職員
の自発的な提案が通りやすく、常にモチベーショ
ン高く業務に臨むことができます。

◎機構職員を志望した動機を教えてください
　自然体験活動の持つ力を信じたからです。ダイ
ナミックな活動の持つ魅力はもちろんですが、夜
たき火を囲んだ時の居心地の良さ、薪割りでス
パっと割れた時に自然と溢れる子供たちの笑顔、
そんな小さな自然体験活動の持つ力を様々な方に
感じて欲しいと思いました。

略　歴

ある1日のスケジュール

始業

8：30

点検

9：30

利用手続

10：30

打合せ

13：00

打合せ

14：30

退所手続

16：00

終業

17：15

狩谷　順子
国立三瓶青少年交流の家
事業推進室事業推進係員

ある１日の仕事のスケジュール

略　歴

佐藤　英樹
国立日高青少年自然の家　次長

佐藤　直美
本部子どもゆめ基金部助成課
助成第二係主任

事務業務 施設整備 教育事業打合せ

ある１日の仕事のスケジュール

略　歴

課内ミーティン
グは各自の仕事
や係内の進捗報
告と課題等を連
絡・相談できる
場です。

子どもゆめ基金
システム業者と
の打ち合わせを
行います。

助成団体から提
出される実績報
告書を確認し、助
成金額の確定を
します。

一日の始まりは、
助成団体からの
メールを確認・
返信と一日のス
ケジュール確認
から始まります。

次の日の TODO
リストを作成し、
退勤します。

始業

9：00

9：008：30

事務業務

9：30

助成金の確定業務

10：00

打ち合わせ

13：00

ミーティング

14：30

終業

17：45

（令和 2年 3月現在）

◎現在どのような仕事をしていますか？
　雄大な大自然を活用した『体験』をとおして、次
代を担う青少年の健やかな身体と豊かな心を育む
ことを目的に、発達段階に応じた子どものキャン
プや指導者の養成など年間で３０ほどの教育事業
を企画運営しながら、四季をとおして学校や企業、
子ども会や家族などたくさんの利用者を受け入れ
ている地方施設に勤務しています。
私はその中で皆さんが安心して安全に活動できる
ように、施設の職員や地域の皆さんと協力しなが
ら様々な課題に対応し、所長をサポートしながら
施設の運営をしています。

◎機構職員として働く魅力を教えてください
　機構職員となり 15 年目を迎えますが、日々た
くさんの笑顔に出会い、時に人が成長していく瞬
間に立ち会えることがこの仕事の魅力だと思って
います。そして全国に施設がありますから、私もこ
の15年間で福島県、北海道、東京都、宮城県、北海
道と異動があり、引っ越しなどの大変さもありま
したが、異動をきっかけにその土地の風土に触れ、
地元の方との出会いをとおして、新しい気づきや

学びそして仲間ができ、とても充実した人生を
家族とともに過ごせているのも魅力の一つで
す。

◎機構職員を目指す方へのメッセージ
　当機構は青少年教育施設のナショナルセン
ターとして、青少年を巡る様々な課題へ対応す
るため、「体験の風をおこそう」運動や「早寝早起
き朝ごはん」国民運動の推進など、国公立の行政
機関や地域の学校・団体等と連携・協力しなが
ら全国で青少年の健全育成に取り組んでいま
す。皆さんのその力を、アイディアを全国で活か
してみませんか？皆さんのご応募をお待ちして
います。

10：00 13：00 15：00 17：15

略　歴◎どのような仕事をしていますか？
　当所を利用される方々の研修活動をサポート
する仕事として、利用に係る事務手続きのマネ
ジメントのほか、事前のプログラム相談や当日
の研修支援、保険手続きの窓口を担当していま
す。より多くの青少年に体験活動を普及するた
めに、広報活動にも力を入れています。

◎機構職員としてのやりがいは何ですか？
　自然豊かな環境で行政・地域や様々な機関の
方々と連携し、想いを共有しながら、青少年の
笑顔や発見、感動体験に寄り添えることです。「人
と人とのつながり」から生まれる新しいアイディ
アや連携の仕方、それを形にする「挑戦」が私
のやりがいです。

◎休日はどのように過ごしていますか？
　三瓶地域のイベントに参加し、自然に触れて
癒されながら、地域の皆さんと交流しています。

研修会などで出会った同じ青少年教育を仕事と
している同世代の仲間と出掛けることもありま
す。一方で身体を休ませるようなゆっくりとし
た時間も大切にしています。

始業 所長との打合せ 終業

退所手続きな
どを行いま
す。

所主催の教育
事業の企画立
案や打合せを
行います。

研修利用団体
と活動の事前
打合せを行い
ます。

到着した利用
団体が入所す
る際の利用手
続きを行いま
す。

研修室や体育
館等の活動場
所、宿泊室の
点検を行いま
す。

職員全員で朝
礼を行い、共
有すべき情報
を確認しま
す。

机上の整理、
翌日の業務の
確認を行い、
帰宅します。

私立大学での勤務を経て平成２３年に採用。
本部子どもゆめ基金部管理・普及課、本部総
務企画部調査・広報課を経て、途中育児休業
をはさみ、平成２９年５月より現在の部署に
配属。

平成１７年に採用後、国立那須甲子少年自然
の家に勤務。当機構発足後は、国立那須甲子
青少年自然の家、国立日高青少年自然の家、
機構本部、国立花山青少年自然の家を経て、
平成３１年４月より現職。

大学卒業後、平成２９年に採用。現在の施設
が最初の配属先。

国立諫早青少年自然の家での非常勤職員を
経て平成２１年に採用。国立信州高遠青少
年自然の家、本部教育事業部普及課、同事業
課を経て、平成３０年４月より現在の施設
に配属。
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業務内容
　本部や施設における様々な仕事を通して、青少年教育の振興及び青少年の健全な育成を図るための活動、そして
それらを支える組織運営を行います。多様な業務があり、大きくは次のように分けられます。
　■ 教育事業業務
　　 教育事業（企画事業・研修支援・連絡協力促進事業・調査研究・国際交流事業等）の企画・実施及び連絡調整等
　■ 助成事業業務
　　 本部の助成業務に係る企画・立案・管理及び調査、助成金の交付に関する業務および助成事業の審査等
　■ 管理業務
　　 総務・人事・予算・経理・施設管理および連絡調整等

勤務条件・福利厚生
　■ 給　与
　　・初任給　月給182,200円（大学卒）
　　　  経歴等によって決定されます。また、勤務場所によって、
           これに地域手当が加算されます。

　　・諸手当　扶養手当、住居手当、通勤手当他
　　・昇　給　年１回
　　・賞　与　年２回（６月と１２月）

　■ 勤務地
　機構本部（東京都渋谷区）又は全国２８か所の青少年
教育施設となります。その後の人事異動についても、原
則として地域ブロック内での異動となりますが、勤務地
の希望やキャリアアップのため、地域ブロック外への異
動もあります。

　■ 勤務時間
　　 9：00～17：45（実働7時間45分） 
   　 ※職種や勤務場所によってはこれと異なる場合があります。

　■ 休日休暇等
　　・完全週休２日、祝日、年末年始
　　・年次有給休暇、産前産後休暇、介護休暇、リフレッシュ休暇、
　　　ボランティア休暇、子の看護休暇、結婚休暇等
　　・介護休業、育児休業

　■ 各種保険
　　・健康保険・年金（文部科学省共済組合）
　　・雇用保険
　　・労災保険

　■ 共済事業
　　・給付（出産等）、積立貯金、貸付等各種の福祉事業
　　・国家公務員共済組合連合会の直営病院、宿泊施設等

　■ 仕事と育児等の両立支援
　　　

国立青少年教育振興機構職員採用試験
【概要】
　機構の業務に従事する職員を採用するための機構独自の試験
【受験資格】
年齢が概ね30歳までの者
（青少年教育施設、団体等教育機関における職務経験を有す
る者はこれによらない）

【選考プロセス】（予定）
　・受付　（令和２年５月上旬～中旬）
　・第一次試験　適性検査等（６月上旬）
　　　　　　　　書類選考等（６月上旬～中旬）
　・第二次試験　面接選考等（７月中旬）
　・最終選考（８月中旬）、合格（９月上旬）
【試験情報】
　最新情報は、機構採用情報ホームページをご覧ください。
https://www.niye.go.jp/about/announcement/recruit2/

国立大学法人等職員採用試験
【概要】
国立大学法人及び独立行政法人等が合同で実施する試験で、
北海道、東北、関東甲信越、東海・北陸、近畿、中国・四国、
九州の7つの地区で実施

【受験資格】
　平成2年（1990年）4月2日以降に生まれた者
【選考プロセス】
　・受付　（令和2年5月13日～5月27日）
　・第一次試験　全試験区分共通の教養試験（7月5日）
　　※二次試験以降は一次試験合格者を対象に各法人が実施
　・第二次試験　面接選考等（9月10日～9月11日）
　・最終選考（9月28日）、合格　（10月上旬）　 
【試験情報】
最新情報は、国立大学法人等職員採用試験ホームページをご
覧ください。https://www.janu.jp/univ/employment/

業務内容
本部や施設に

採用情報

　機構で働く職員の多くは、採用前に機構をはじめとする青少年施設等でボランティアなどの活動経験を有してい
ます。
　機構で働きたい方はもちろん、「子供の体験活動をサポートしてみたい」「青少年機構に興味がある」・・という方は、
その気持ちを行動に移してみませんか。
　機構では、青少年の体験活動を支援するボランティアを募集しています。機構のボランティア養成事業に参加し、
登録すると「法人ボランティア」として全国の青少年教育施設でボランティア活動をすることができます。
　このほか、ボランティアに興味のある方であればどなたでも参加できる事業がありますので、下記のボランティ
ア募集及び各施設のホームページをご覧のうえ、各担当までお問い合わせください。

〇 ボランティア募集　　　　　　　　　　　　　 　〇 施設案内
 https://www.niye.go.jp/services/
    plan/bora/  

機構で働く職員の多くは 採用前に

ボランティア活動のご案内

国立青少年教育振興機構職員の採用は、当機構職員採用試験及び国立大学法人等職員採用試験から行います。
国立大学法人等職員採用試験の各地区における採用予定人数は、各地区採用試験事務室ホームページをご確認ください。
国立青少年教育振興
国立大学法人等職員

選考案内等

　　 　

問い合わせ先

　職員の仕事と育児、介護の両立を支援するための勤務時間、
休暇制度の整備のほか、仕事と育児の両立に関する相談窓口や
相談員を配置するなど、男女問わず仕事と育児等の両立を支援
するための取り組みを行っています。

https://www.niye.go.jp/facilities/facilities.html




